
秋田県衛生科学研究所報 No.24. 125~131 (1980) 

1979年度の日本脳炎流行予測調査成績について
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ー 緒 言

1978年の本県における日本脳炎ウイルス(JEV)の

侵製は， 1969年と 1967年に次ぐ大きさてあった．その皓

果， 10数年ぶりにJE患者か発生しI)' また，豚の死流

産が多発2)した．

本報では， この高侵襲の翌年にあたる 1979年度の］ E 

v侵製状況 J E流行予測（感受性）調査成組 に

ついて報岩する．

＂ 
材料と方法

披検と畜豚血盾は， 7月第 3週から10月第 1週にかけ

て，秋田畜産公社と畜場に搬人された生後 6カ月未満の

と畜豚439頭 (1週1廿1平均約40頭）から採取した．

JEVに対する HAI （赤l（ll球凝比抑制）抗休0以JlIj正

方法は伝染病流行予測調杏訃心げに準じた．

m
 

成 紹

被検豚血清のJEV HAI抗体のI湯性率椎移は図 1

に不す如くであった． I湯骨中のし昇］，し点は昨年と 1叫期の

8月第 4週（図 5参照）であり，豚の“先駈け流行 )I

の足跡か 9月第 1週の小ビークてあり， 10月第 1辿のピ
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ークか”追駈け流行／』 の足跡とみられた．しかし， HA

I抗体50知湯転時期と陽1生率のピーク時期は，図 5応示

す如く，いずれも咋年より遅かったことからみて，本年の

侵製は，肌年のような高率集中型でなく，なたらかな散発

型に進行したものと考えられる．一方， 2ME感受性抗

体の出現時期（図 2)をみると， 8月第 4遣であり，ま

た， ‘J Eワクチン接秤豚iこみられない：〉］60倍の高抗体

価の検出ビークか 9]]第 3週てあったことからみて， J 

EVの県内への侵入(JEV保有蚊出現）時期は 8月第

1週前後と捐定された．また，地域的応みると，表 1の

、Jしl“ 
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似12 高JE HAI抗休陽杜豚と 2ME感受且

HAI抗体閏且I!条り）出現柾移 (197詞）

如く，仇抗体佃i— 採血峙期冗よって巽tよるから拮年と

するには閲題かあるか り）検出されたのは県南，巾央

及び一部の呪北（能代市）でおり，虹北の入館市では検

出されす，昨什県北部て行パった柳田たち 2)OJ成団（図

5) と様相を異応してし＼た．

w 考 察

本1「のJE VOJ侵閲状況を過去］3仕間と対比してみる

ると図 3の如くてあったか，これからみると，本年の侵

製程度は本虹としては叶l)見校程良てあった考えられる．

このことは図 4の50忽 HAI抗体陽転時期からも惟定

てきる．戸て［わち， 7月ド旬まてに九州，四国地方か51)

知に陽転する｛，→▲は本県ても 9~10)]に50幻に阻転する
···-··~..... ·-------~----.• ← • • -
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表1. 豚飼育地域別．TE-HAI抗体陽性状況（1979年）

塁数 ． 
H 

飼育地
<10 10 20 

平鹿町 41 '36 2 2 

千畑町 30 29 1 

雄和町 44 23 1 

河辺町 48 39 4 3 

秋田市 10 ， 1 

（太 ，平） 58 47 8 2 

（新 屋） 33 22 2 

（下北手） ， 8 
｝ 

1 

（土 崎） 3 2 1 

（飯 島） 10 8 2 

（上新城） 5 2 
--

昭和町 61 37 4 5 

井川村 14 11 

五城目町 7 7 

男鹿市 10 10 

能代市 27 21 3 

ニッ井町 ， 7 2 

大館市 20 16 3 1 

計 439 334 32 16 
__, 

が，陽転時期が本年のように10月にずれこんだ場合は蚊

の活動にあるサプレッサーが作用し， JEVの侵製が遅

鼎する傾向が観察されるからである．そのサプレ．‘Jサー

の第 1として，氣温レベルとその変勅差があげられ，こ

れが昨年と本りの質的な差を生じせしめた要因と考えら

れる．ところで，昭和45~52年までの侵襲状況（図 3)

は低率であり，これは全国的な傾向でもあったが，この

減少要因ー一直桜的にはベクターとしてのコガタアカイ

エカの減少 として，石田たち6)は気象的因子と）皇も

的因子とをあけ，前者の可能性を示した．また，大瀬戸

たち 6)も気象的因子をとりあげているが，我々も主たる

要因をこれに求めたいと考えている。しかし，一瀬たち 7)

はむしろ人為的囚子を，また，山Uたち8)は両因子のI具I

与を示唆していることから，単に気象的因子に限らす，

人為的因子についても，今後検討していき，上述の侵襲

差の要因を解折していく考えである．

次に，本県における人のJEV威染頻度についてふれ

てみたい．上述の如く， 1978年には，JEVが久振りに高

学に侵淫し，見内にかなりの豚夕揺紅朽が発生した（柳田

A I 抗 体 価 HAI 

40 80 160 320 2'. 640 
陽（性％率） 

1 12.2 

3.3 

2 2 8 8 47.7 

I 
1 

I 
1 18.7 

10.0 

1 19.0 

2 5 2 33.3 

11.1 

33.3 

20.0 

1 2 60.0 

I | 2 6 6 39.3 

1 2 21.4 

゜I 

゜， 

I 1 1 I 22.2 

22.2 

20.0 
~一

1 6 1 3 26 11 23.9 

たち2)の成績を改変した図 5を参照）．しかし， JE患

者の 1名 (9オ）発生した大潟村のJEV-HAI抗体

保仕平の変動を発生前後でみると，図 6(})如く，いずれ

の什合罰ても抗体保有半［J_）上昇が発生後に観察されなか

った．この事実と先り）豚死泣産の多発とをつき合わせる

と，動物でのJEV侵襲は顕著であったけれども，人の

場合，防虫網戸や家屋内の殺蚊対策が進み， JEV保有

蚊iこ刺される頻度がそれはど大きくだかったのではない

かという隼純な答が得られる．勿論， こ()Jような短絡的

な谷にに問題があり，検討屡必要であろうか， JE患者

減少の消極的理由の小さな 1点として，この防蚊対策の

効果の可能性 当然といえば当然のことながら—を

改めて指摘してみたいcfJてある．

最後：こ，本県のJE流行予測体制について｛寸言すれは，

現在，農林水産省ー農政部一家畜保健衛生所系と厚生省

一環境保健部一衛研系の 2本立で実施されているが，行

政機能として両系間の横の連絡や情報交換，或いは，両

者間J_)忍合調整は全く八い(iJが現状てある．究極的な日

的いJEVの侵入をいかに卓く的確にキャ．）チ (1例と
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（北部家保，
＊ 

柳mよ俊らの成納， 1978)
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※文献 9より引用

※ 
印悩忠者の発生した大漏村児箪のJE-HAI抗体保有変動
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して図 3と5を比較されたい）し，その予防対策に迅速

に反映させるかということにあるわけであるから， 1本

化して強化するなり，或いは行政機能として相互に緊

密に連携するなどの如き，より効果的なシステムにつく

りかえるべきではないかと考えられる．このことから，

我々は，昨年から，個人レベルで「人畜共通感染症懇話

会） （会員：保健所，家畜保健衛生所，衛研，大学の関

係者）」をつくり， JE問題などについで情報交換をして

いるが，予算権や人事権をもつ行政当局者もこのシステ

ムづくりを真けんに考えてみる必要があるのではなかろ

うかと考えられる．

V 結 論

1980年， 7~10月，秋田畜産公社と畜豚439頭から採

取した被検血清を調査対象として，本県におけるJEV

の侵襲状況を調査した結果，本年は中規校程度の侵襲で

あったことが判明した．そして， これに岩ーてドの考察を加

えた．

稿を終えるにあたり，本調査に御協力下さいました秋

田畜産公社と畜場，秋田保健所の担当各位および資料を

提供してドさいました北部家畜保健衛生所柳田美俊技師

らに深甚の謝意を表します．
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